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第 3 部では，第４研究と同様の環境で晴眼者 23 名を対象にアルゴリズムを適用し最大
文字サイズを算出した結果，第１研究，第４研究の多重比較と類似した結果となり，デジ
タル・リーディングの晴眼者の最大文字サイズの算出に Mansfield のアルゴリズムが適用
できることを明らかにした（第６研究）。それらの結果を受け，弱視者 15 名（3 名は中断）
を対象に test-retest 法により４つの表示形式別の最大文字サイズを推定し，４つの表示形
式別の相関係数は 0.86 以上であり，十分な信頼性が保たれることが明らかとなった。 
第４部では，研究の限界と国際的なデジタル教科書への適用可能性について論じた。 
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